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研究成果の概要（和文）：　職能成長養成モデルとメンターチームによる現職教員の実践力サポート・モデルを開発す
るために，ICTを用いた現職教員サポート・システム(Movie Reflector Server)を開発し（特許出願番号：特願2012-19
7059），そのシステムを用いて熟練教員を中心としたメンターチームの共同省察による体育実践力，特に，同僚性の構
築による省察能力と授業改善の関係について検討した結果，メンターの観察力，教材開発力といった授業実践力がチー
ム内の他の教員の成長に関係する一方，年齢や性別といった教師特性がメンターチームとして効果的に機能するかどう
かに大きく関与していることが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：    We could develop the support system with ICT to support the professional devel
opment of the teacher.  That is named Movie Reflector Server.  By using this system,the teachers in the me
ntor team teach each other by reflecting the video of own and the others lessons.
    We found some results that professional teacher played a vital role of the professional development of
 bignning teachers. however the age and sex of the member in the team influence the reflection and the col
leagueship. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
わが国における近年の教員免許状更新制
や教職実践演習に代表される教師教育改革
（現職教育改革，教員養成改革）は，高い資
質能力を備えた有能な教員及びその教員を
養成する良質な教員養成を求める社会から
要求に応えようとするものである． 
教員養成を行う教員養成系大学・学部の教
育のあり方については教員養成を行う「教員
の資質向上」と「学士課程段階の教育の質保
証」の２つにその改革は集約しようとしてい
る．教員の資質向上は，教員養成を行う大学
の組織やカリキュラムのあり方を改善しよ
うとするものであり，このことは例えば，「教
員養成に携わる教員の間」にカリキュラムに
ついての共通理解がないことが指摘され
（「国立の教員養成系大学・学部のあり方に
関する懇談会」の報告(2001.11.22.)），その結
果，教職課程を修了する時点での学習履歴の
確認としての意味合いをもつ「教職実践演
習」の導入が提案されたのである（中央教育
審議会答申「今後の教員養成免許制度の在り
方について」(2006.7. 11.)）．一方，学士課程
段階の教育の質保証に関しては，中央教育審
議会大学分科会制度・教育部会の報告「学士
課程教育の構築に向けて（審議のまとめ）」
(2008.3.25.)においても指摘され，さらには，
文部科学大臣から中央教育審議会に対して
「中長期的な大学教育の在り方について」の
諮問(2008.9.11.)がなされ，大学教育の質保証
が具体的に検討され始めた． 
一方，現職教育については，「教職生活の
全体を通じた教員の資質能力の総合的な向
上方策について」が中央教育審議会に諮問
(2010.6.3)され，教員の質の充実に向けて「教
員の資質能力向上特別部会」でその議論が進
んでいる．その中でも，教員間の同僚性の希
薄さ（同僚間で指導し合う文化の消失傾向），
教員自らが学び続ける姿勢（職能成長），授
業力（教科指導力），ＩＣＴ活用能力などが
課題として検討されている． 
このような改革の動きは，日本教師教育学
会の設立（1981）や日本体育学会体育科教育
専門部会の発表コードに教師教育論が登場
する（2006）などの形で具体化し，研究レベ
ルでも教師教育及び体育教師教育の重要性
及び議論が学会などで活発に行われるよう
になっている．  
一方，近年の欧米における体育教師教育研
究は既に実証・検証段階に入っている．社会
からの説明責任が厳しく求められるなかで，
「生涯学習者としての教師」という教師像の
もと，教員養成段階と現職教育段階のそれぞ
れで要求される教師の能力基準が開発され，
個々の能力を習得させるためのさまざまな
試みと検証結果が報告されている(Metzler. 
M., & Tjeerdsma, B. 2000). 
本研究で開発しようとしている現職教員
の実践力サポート・モデルは，このような国
内外の教師教育改革を踏まえた現職小学校

教員の同僚性と職能成長を基盤とした体育
実践力向上に向けた現職教員研修サポー
ト・モデルの開発である． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，職能成長養成モデルとメ
ンターチームによる現職教員の実践力サポ
ート・モデルを開発することである．「職能
成長養成モデル」とは，教師が授業省察を通
して自身の実践的知識や実践力を自己成長
させるために，「実践デザイン」「授業実践」
「アセスメント」「目標設定」「改善・学習」
の各ステージと下位サイクルが循環するよ
うに構成されており，トレーニング型の教員
研修から教員の自己成長型の教員研修モデ
ルに重点をおいている．また，ＩＣＴを用い
ることで教育現場と研究機関及び教員間で
結果や情報を共同・共有できるように開発さ
れたものである（下図参照）． 
この職能成長養成モデルとメンターチー
ムによる現職教員研修モデルにより現職小
学校教員の体育実践力を向上させるための
教員研修サポート・モデルの開発を目指して
いる． そのために，①ICT を用いた職能成長
養成モデルによる現職教員研修サポート・シ
ステムの構築し（研究課題①），②国内外の
現職教員研修内容と方法ついて研究を行う
ことによって（研究課題②），③熟練教員を
中心としたメンターチームの共同省察によ
る体育実践力，特に，同僚性の構築による省
察能力と授業改善の関係について検討する
ことで（研究課題③），④開発された職能成
長養成モデルとメンターチームによる現職
教員の実践力サポート・モデルの有効性と課
題を検討しようとするものである． 
同僚教員間の同僚性の希薄さや大学と教
育現場の連携が叫ばれる中，熟練教員と若手
教員がチームを構成し，メンター，メンティ
ーとして共に学び合う共同体を形成するだ
けではなく，デマンドサイド（教育現場）で
ICT を用いた省察を核とする本研修サポー
ト・モデルは日本の現職教員研修モデルとし
ては希である．さらに，この研修モデルは ICT
を用いることで，自宅からも研修モデルに参
画することができ，「生涯学習者としての教
師」を具体化する現職教員研修サポート・モ
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デルとして，国内外においてその学術的な先
駆的取り組みである．これらのメンターチー
ムと ICT を用いた職能成長養成モデルに基
づく現職教員研修サポート・モデルを確立す
ることによって，日本国内のみならず世界の
現職教員研修にも対抗できる意義のある画
期的なサポート・モデルが構築できると考え
た． 
 
３．研究の方法 
本研究目的である「職能成長養成モデルと
メンターチームによる現職教員の実践力サ
ポート・モデルの開発」を達成するために，
次の計画に基づき各研究課題を進めた． 
(1)ICT を用いた職能成長養成モデルによる
現職教員研修サポート・システムの構築（研
究課題①）：デマンドサイドである現職教員
研修校と映像データベース及び省察システ
ムを繋ぐデジタル・ネットワーク・システム
（デジタルビデオカメラ→モバイルコンピ
ューター→モバイルインターネットパッケ
ージ→ワークステーションの連結による双
方向映像アセスメント・システム）を構築し
た． 
(2)国内外の現職教員研修内容と方法につい
ての研究（研究課題②）：海外では，OfSTED
で高い評価を得ているイングランド・ブライ
トン大学チェルシー校 PGCE 体育教員養成コ
ースの教員委員会や連携協力校と一体とな
ったカリキュラムについて現地調査を行い，
国内では，2011 年 12 月 17 日に N市の A研修
サークル，2012 年 2 月 18 日 S 市の B 研修サ
ークルに参加している教員 32 名に「教職年
数」「サークル所属年数」「サークル参加の理
由」「サークル参加の利点」「サークル参加に
よる負担」「サークルへの期待」から構成さ
れる質問紙による調査を行った．くわえて，
活動内容などについてサークルの構成員各 1
名から聞き取り調査を行った． 
(3)熟練教員を中心としたメンターチームの
共同省察による体育実践力，特に，同僚性の
構築による省察能力と授業改善の関係につ
いて検討（研究課題③）：構築されたデジタ
ル・ネットワーク・システムを用いて延べ 18
名の現職教員を対象に，原則的に３人一組の
メンターチーム（熟練教員１名，若手教員２
名）を構成し，各教員の体育実践を収録した．
収録された体育実践は，開発された ICT を用
いた現職教員研修サポート・システム(Movie 
Reflector Server)を用いて，自己省察，チ
ーム内の他者省察を複数回行い，日頃の体育
実践改善への影響について収録されている
映像から検討を加えた． 
 
４．研究成果 
４－１．ICT を用いた職能成長養成モデルに
よる現職教員研修サポート・システムの構築
（研究課題①） 
 勤務校や勤務地が異なる場所で，ICT を用
いた職能成長養成モデルによる現職教員研

修サポート・システムを構築するために，ネ
ットワーク環境下で映像や省察結果をやり
とりする必要がある．開発した授業省察シス
テム(Movie Reflector Server)は，インターネッ
ト環境下でサーバー機を中心に距離の離れ
た教員同士，さらには研究者とのネットワー
クを構築して収録映像の省察や教員集団に
よる省察を行うシステムである．これまでの
授業終了後に感想や振り返りコメントを書
き込むポートフォリオ形式の振り返り（省
察）や授業中の教師や学習者の行動を記 
録・分析・評価するものではなく，教師個人
や教師集団で授業映像の個々の場面や出来
事・行動に対してピンポイントで書き込みが
できる独自の振り返り機能を持つ映像を用
いた授業省察システムである。教員個人や教
員集団，さらには，学生が授業や実践力を改
善するために教え合い・学び合いをする際に，
映像に書き込まれたコメントは時間と同調
しているので，「この子」「この場面」「この
行動」「このつまずき」といった個々の出来
事について振り返り（省察）を行うとともに，
その結果を共有したり，振り返りコメントか
ら特定場面を検索することも可能である．ま



た，視点を決めて振り返ることもできるため、
若手教員や省察経験の乏しい学生でも的確
な振り返りができるようになっている． 
「教職生活の全体を通じた教員の資質能
力の総合的な向上方策について(中央教育審
議会答申，平成 24 年 8月)」において「学び
続ける教師像」として述べられているように，
これからの教師は「技術的術達者としての教
師」から「反省的実践家としての教師(Schön, 
D)」への転換が求められている．一方で，教
員大量退職時代を迎え，「同僚性の崩壊」「ラ
ーニング・コモンズ(Learning Commons)」と
いった教師同士が学び・成長し合うための環
境づくりや教員養成系大学・学部及び教師教
育研究者の役割が問われている．その意味に
おいても，開発した授業省察システム(Movie 
Reflector Server)は，その環境や役割に応えう
るシステムであろう．なお，開発した授業省
察システム(Movie Reflector)は，既に奈良教
育大学職務発明を取得し，特許を出願中であ
る（特許出願番号：特願 2012-197059）． 
 
４－２．国内外の現職教員研修内容と方法
（研究課題②） 
４－２－１．ブライトン大学の現職教員研修 
国内外の現職教員研修内容と方法につい
ての検討するために，ブライトン大学(School 
of Sport and Service Management)の PGCE:体育
教員養成課程を訪問し，関連する資料を収集
するとともに担当教員へのインタビューを
実施した．加えて，教育実習校との具体的な
連携内容・実態を把握するために，実習校担
当者と大学とのカンファレンスに出席し，関
連する情報を収集した． 
 ブライトン大学は 5 つのキャンパスに
21,000 人をこえる学生が在籍している．2011
年度の英国「Top10 Modern University 」で
は第 3 位にランクされている（「Best 
University in England, Scotland and Wales」
第 57 位／全 127）． 全学生の 92％の学生が
公立学校出身者であることも特徴の一つで
ある． 
 OFSTED による評価では，英国体育教員養成
を牽引する機関の一つとして高い評価を受
けている．2010 年度は，多くの志願者のうち
11 人が PGCE 体育教員養成コースへ入学して
いる．PGCE 体育教員養成コースは，年間 36
週間 180 日の学業期間から構成されている．
うち 12 週間 60 日は大学での学習，24 週間
120 日は実習協力校である中等学校での実習
である．その際，学生は異なる 2つの学校で
の実習を経験し，より多くの現場体験ができ
るよう配慮されている． 
 カリキュラムについては，①中等学校体育
教育の理論的根拠（スキル，知識，理解）の
提供，②適切なスキル分析による全科目の学
習に共通する実践的能力の開発，③質の高い
プログラムを提供している提携中等学校お
よびカレッジでの長期実習（2/3 期間），④学

生自身が批判的・反省的に自己の指導を振り
返るための専門能力の開発の４点を重点に
カリキュラムを構成している．また，豊富な
実技種目（アスレチック，ダンス，体操，ヨ
ガ，野外活動，水泳，スキー，カヤックなど）
を配列しており，実技能力を重視している． 
 その他，履修単位（module）構成と内容は
次の通りである．①Subject Education & 
Subject Study（2module,40credit points），
②Secondary School Placement（2module, 
60credit points ），③ Education Studies
（1module,20credit points）． 
＜近年の教員養成の変革＞ 
 「教員こそ教育改革の核である」との立場
から教員養成改革をすすめ，「選択と集中」
を改革の原理としている．学生・養成機関へ
の奨学金・予算の配分変更や大学での教員養
成から学校レベルでの教授技能育成を重視
する方向へシフトしている．また，優秀な学
校が核となって学校同士が支援し合い，教授
活動や教員の資質向上をはかるネットワー
ク型の資質向上策を打ち出している
(Teaching schools)． 
＜現在の英国教育変革＞ 
 「高等教育の拡大」，「高等教育の教育内
容・教授法の改善」を指摘したデアリング報
告(NCIHE,1997)が現在の教員養成改革の起
点になっている．例えば，「学習成果の重視」
の立場から質保証システムをいち早く構築
したことは世界の先進事例といえよう．また
外部質保証における分野別評価から機関別
評価への転換や高等教育機関による内部質
保証に対するガイドライン作成，全国学生調
査の実施も改革の一例である．これらを含む
結果は，森が「英国ＰＧＣＥコースの体育教
員養成―ブライトン大学チェルシー（イング
ランド）校を事例として」と題して日本スポ
ーツ教育学会第 32 回大会で発表し，論文と
して公表した． 
 
４－２－２．国内の教員研修事例） 
教員の大学卒業後の学びの場の一つであ
る「教員の自主研修」の実態がどのようなも
のであるかを検討するために，「参加理由」
「参加による利点・負担」「サークルへ期待
すること」の観点から調査を実施した． 
① 研究サークルの活動内容 
A 研修サークル：N 大学の研究室に勤務終
了後（平日の夜）集まり，それぞれが作成し
てきたレポート（指導案または実践報告）を
いくつかのグループ（①グループ４～５人程
度）に分かれて発表および検討を行う． 
B 研修サークル：S 市内の小学校にて休日
を利用して行われている．2～3人のメンバー
が教材案・指導案を作成し一人 15 分程度の
模擬授業を行いながら，教材案、指導案につ
いて検討を行う． 
 
② サークル参加の理由 



 
③ サークル参加の利点 

 
④ サークル参加による負担 

 
⑤ サークルへの期待 

 
・体育授業の実践力を高める理由でサークル
に参加し，その効果を実感でき，さらに実践
力を高めようとしている教員が半数以上い
ることから，「学び続ける教員像」としての
先生のあり方が保証できる場としてサーク
ルの意義が推察できる． 
・サークルの他のメンバーやメンバーの実践
から刺激を受けやる気を高めている教員が
存在することから「自発的な研修によって学
び合い，高め合いながら実践力を身につけて
いく」ことが保証できる場としてのサークル
の意義が推察できる． 
・サークルには，構成員からさらなる実践力
の向上の保証が期待され，外部指導者（専門
家）による指導や全国への活動内容の発信・
他の団体との交流などによるサークルの活
性化が期待されていることから，サークルが
単体として活動することの限界が予測され
る． 
以上の結果から，サークルの効果的な機能
を維持しつつサークル間の交流やより専門
的な指導を提供する役割を，教員養成系大学
や大学教員が担う可能性について検討する
必要がある．これらを含む結果は，米村が「現
職教員による自主研修サークルに関する調
査」と題して日本スポーツ教育学会第 32 回
大会で発表した． 
 
４－３．ICT を用いた現職教員サポート・シ

ステムによる教師の成長と同僚性の構築
（研究課題③） 
勤務校や年齢，性別の異なる延べ 18 名
の現職教員を対象に，原則的に３人一組の
メンターチーム（熟練教員１名，若手教員
２名）を構成し，各教員の体育実践を定期
的（複数回）に収録した．収録された体育実
践は，研究課題①で開発された ICT を用いた
現職教員研修サポート・システム (Movie 
Reflector Server)を用いて，自己省察，チーム
内の他者省察を複数回行い，省察のコメント
数及び日頃の体育実践改善への影響につい
て収録されている映像から検討を加えた． 
 構成された全6グループからグループ内で
メンターを中心に省察コメントの頻度，日頃
の体育実践への影響という点で特徴的な２
グループ（グループＡ，グループＢ）を取り
上げて，事例的に結果及び考察を加える． 
 
事例１：グループＡの結果 

 
 
 
 
 
 
 

事例１：グループＡは 30 代後半の女性教
員を中心とした日頃から交流のある年齢の
近い女性 3 名によるメンターチームである．
特にメンターである教諭 A1と教諭 A2は授業
づくりに関して関係性が構築されている． 
 上図の結果から，メンターである教諭 A1
は自身の授業映像に対して平均 44 回の省察
コメントを記入し，チーム内の教諭 A2 の授
業映像に対して平均 29 回の省察コメントを
記入していた．一方，教諭 A2 は自身の授業
映像に対して平均 22 回の省察コメントを記
入し，メンターである教諭 A1 の授業映像に
対して平均 22 回の省察コメントを記入して
いた．しかし，メンターチーム員である教諭
A3 の授業映像には A3 自身を含めメンターチ
ーム内から省察コメントをなかった． 
 
事例２：グループＢの結果 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

体育の授業

実践力向上 
仲間の誘い 

他者の実践

からの学び 
若手の育成 新たな刺激 

29 7 5 1 1 
90.63% 21.88% 15.63% 3.13% 3.13% 

授業づくりの

知識・指導力 
人間関係 やる気・刺激 授業研究の方法 

28 17 7 5 
87.50% 53.13% 21.88% 15.63% 

拘束時間の

問題 
活動内容 組織風土 組織運営 マンネリ化 

10 3 2 2 1 
31.25% 9.38% 6.25% 6.25% 3.13% 

授業づくり

の知識・指

導力のむさ

らなる向上 

人間関係

の広がり 

サークル

の活性化 

若手の

育成 

外部指導

者 

 

研究方

法 

18 6 9 3 4 1 

56.25% 18.75% 28.13% 9.38% 12.50% 3.13% 

A1(メンター) A2 

 
44 22 

B1(メンター) B2 

 
70 40 

B3 
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11 
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事例２：グループＢは 30 代後半の男性教
員が体育授業に関して支援している2名の20
代教員と構成しているメンターチームであ
る． 
上図の結果から，メンターである教諭 B1
は自身の授業映像に対して平均 70 回の省察
コメントを記入し，チーム内の教諭 B2 の授
業映像に対して平均 66 回の省察コメントを
記入していたが，教諭 B3 に対しての省察コ
メントはなかった．一方，教諭 B2 は自身の
授業映像に対して平均 40 回の省察コメント
を記入し，メンターである教諭 B1 の授業映
像に対して平均 21 回，教諭 B3 の授業映像に
対して平均 11 回の省察コメントを記入して
いた．また，教諭 B3 は自身の授業映像に対
しての省察コメントはなかったが教諭 B2 の
授業映像に対して平均6回の省察コメントを
記入していた． 
 以上の事例分析から得られた結果は以下
通りである． 
・勤務校や勤務地の違いを超えた現職教員研
修は ICT や映像省察によって可能である． 
・勤務校や勤務地の異なる現職教員間による
省察を中心とした研修は，メンター教員のみ
ならず，他の構成メンバーにも実践改善や実
践力向上に一定の役割を果たす． 
・メンターチームの構成は，日頃の教員間の
関係性とともに，性別，年齢など現職教員の
教師特性が関係する可能性がある． 
・開発された ICT を用いた現職教員研修サポ
ート・システム(Movie Reflector Server)を用い
て行ったメンターチームによる授業省察は，
他の 4グループでも同様であったが，授業映
像の場面に直接，省察コメントが書き込まれ
ているので，授業改善の示唆として具体性が
あるというコメントを対象教諭から得てい
る．実際，継続的に収録した実践において，
自身及びチーム内の省察コメントが授業運
営（場面設定，時間配分）や教師の助言内容，
などに生かされ，改善していることが映像か
ら確認された．なお，この研究の一部は，中
井が「The Development of a PETE Student’s 
knowledge Through Collaboration」と題して 
2012 NASPE Physical Education Teacher 
Education Conferenceで発表した． 
 
４－４．最後に 
今回開発した「職能成長養成モデルとメン
ターチームによる現職教員の実践力サポー
ト・モデル」は，公的機関が実施する現職教
員研修とは異なり，時間，場所，勤務先など
にとらわれず，現職教員がチームを構成し，
日頃の授業実践を映像で省察しあうことが
でき，そのことにより新たな同僚性を生み出
すきっかけになり得る可能性を秘めている．
そして，その省察コメントは自身の授業実践
のみならず，チーム内の他の教員の実践や実
践力向上にも一定の役割を果たす可能性が
ある． 
 今後は，チームの構成の仕方，僻地校勤務

の現職教員やアセサーとしての研究者の参
加など，新たな同僚性構築による現職教員研
修モデルによる現職教員の実践改善や実践
力向上に向けた取組を継続的に実践してい
く必要と，そのためのメンター教員，教師教
育実践者の養成が必要となってくる． 
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